
コロナの影響下で働き方が大きく変化したいま、敢えてオフィスに出勤するという価値を見
直す必要があると考えた。今後オフィスという存在を維持するには、密度の高い空間や密閉
された環境を避けることによって生まれる「安心感」と、いろいろな環境を提供することで「自
分の好きな場所がある・居場所がある」という感覚を与えることのできる、付加価値のある空
間を提供していく必要があると考えた。

Concept 新しいテナントオフィスのありかたと、それを支える環境解析・設計サービスの提案

A_Open-air Office B_Environmental Characterize Service
Background ポストコロナにおけるオフィスの在り方

本提案では、これまでのオフィスの一般的な構造とされてきたコア - 共用部 - 専有部という階層構造を見直し、コア - Closed Area - Open Areaという専有部に
2種類の異なる空間を配置する。Open Areaは外部と直接繋がっており、十分な外気が取り込まれ、安心感を与える。また、音や光・自然環境などの周辺環境を
室内に取り込みつつ、環境の観点から工夫して配置されたコアとClosed Areaにより、多様かつ快適な環境を提供する。なお、今後の展開を考えている本提案
は、より一般的で汎用的なものを目指したいため、より物件数の多く一般解の求められるテナントオフィスを採用した。

本提案では、環境エンジニアがコンピュテーショナルツールを積極的に活用し、建物の外形が決まった段階から各環境を可視化しながら意匠設計者とともに設
計を進めた。それによって、Open Areaは多様かつ居心地の良い空間となり、豊かな環境が実現した。
さらに、Open Areaは各ゾーンごとにどのような用途利用が適しているか、また内装工事でどのような工夫が環境的側面から必要となるかをまとめた、「キャラク
タ―シート」および環境を簡単に可視化する「簡易環境可視化ツール」を作成し、テナント側に本設計の意図を分かりやすく伝え、Open Areaを使いこなしてもらえ
るように工夫した。この一連の解析・設計の流れをサービスとして提案する。

オープンエアの次世代テナントオフィスと環境キャラクタライズサービスの提案

Open-air & Environmental Characterized Office

Post
COVID-19

人の密度を下げる

自然との繋がりを豊かにし、
様々な居場所を提供する

様々なワーカーの要望に応える
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Open-air Office

　本計画では、誰もが好きな居場所を見つけられ、思わず行きたくなるオフィスとなるように、様々な用途やアク
ティビティを想定し、1フロアごとに細かく環境を可視化しキャラクターを決めていった。そのため、各フロアで環
境が異なり、それに合わせてプランも変化していくのが特徴だ。
　Open Areaは外気とつながった空間となるため、これまでの完全に閉じた空間のような快適性を維持する
ことは難しいかもしれないが、それ以上に自然と繋がることの安心感の高まりや、ストレス軽減効果は大きく、
WELLNESSへの意識の高まりを考慮して、今回の提案を行った。また以下に述べているルールを意識することで
、入居者が工夫しながら、自然との共生を図ることで、十分に快適に過ごせると考えている。酷暑時などが続く場
合は、間仕切りを追加して、閉じた空間を増やすことも可能である。
　なお、本計画は新築を前提としたが、改修で一部のファサードを取り払って屋外化したり、大きな窓を設けて
Open Areaに近い空間を創出するような計画においても、十分に展開可能と考えている。

ー計画概要ー
　用途　：　テナントオフィス（フロア貸し想定）
　階数　：　地下１階、地上14階、塔屋１階
　構造　：　鉄筋コンクリート造 （ 7.2mグリッド ）、フラットスラブ構造、基礎免震
　設備　：　内外ともにOAフロアを利用した床吹出し空調
　　　　      クローズエリアをすべて100㎡以下とすることで排煙免除

周辺の環境ポテンシャルを最大限生かした
Open Areaを快適に過ごすための3ルール

②家具や局所的な設備で工夫する ③強風強雨時はclosed areaで過ごす①完全な空間を期待しない

Open Areaでは、可能な限り快適に過ごせるように計画を行っているものの、自
然と繋がっている空間である以上、完全に思い通りの環境を創出することは難し
く、ある時間帯や季節には、日射が差し込んだり、あるいは虫や強風が入り込むこ
ともあるだろう。本計画ではあらゆる環境を用意しているので、状況に応じて場
所を変えるなどの柔軟な過ごし方が大事だ。

もし環境ポテンシャルを生かしつつ、より快適な空間を目指すのであれば、植栽
やパーティションなどの家具、あるいは床下空調や人工照明などの局所的な設
備を設置することも想定しており、内装設計者や入居者が工夫をしながら過ごす
ことが可能だ。設備的にはOAフロアを300mm想定しており、その下に空調ダク
トや配線類を仕込む。

酷暑や台風などの、極端な気象条件では、Open Areaが使えないような環境とな
ることもあるかもしれない。その場合、今後の働き方としては、無理に出社せずに
在宅勤務を行うのが妥当だとも思うが、出社が必須の場合は、Closed Areaの完
全に閉じた人工的な空間で、業務を安全で快適に継続することも可能である。

周辺の環境ポテンシャルを最大限生かした多様なプランの提案

チームデスクエリア

カフェエリアエクササイズエリア

フォーマルミーティングエリア

チームデスクエリア

WEB会議スペース

照度の不足するエリア、夜間も作業が想定され
るエリアには人工照明を配置して明るさを確保

Open AreaとClosed Areaはガラスの間仕切りにより隔てられ、環
境的な気密を確保しつつ、一体的なつながりを持つ空間とした

建物外周を幅員２ｍの共用廊下とすることで、屋内用途の発生しない
通過空間として、面積除外によるオフィス有効率のアップを図る
また専有部に対する深庇としても機能する。

天井面には屋外仕様の吸音材を設置する
ことで外部騒音や内部の騒音を緩和

人が長時間滞在するエリアには、床吹き出し空
調を配置して暖かさ・涼しさを調整

Open Areaには植栽を配置することで、
より自然との繋がりを持たせる

フラットスラブ構造により、梁型ないフラットで高い天井高さを確保

隣地の外壁を借景する

環境解析を基にしたゾーニングにより、屋外でシームレスに多様なアクティビティがつながる

使用目的に応じて人が移動する、回遊性の高いゾーニング



Annual Solar Radiation (Direct)

Annual Solar Radiation (Diffuse)
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西面の直達日射量が

顕著に高い。南面は

上層部は高い傾向が

あるものの、中層部

から下層部にかけて

はそれまで日射量が

高くないので上層部

の限定的な対策で良

さそうである。

South East North West

直達日射量と同様の

傾向が見られるが、

北面・東面について

は、直達日射よりも

天空日射が大きい傾

向が見られ、間接光

を有効に使える可能

性のある方位である

ことが分かる。

South East North West

東面は高速道路が走

っていることから、音

圧レベルが高いので

、オープンエリアにす

るには注意が必要な

面である。北面や東

側は、高速道路から

離れるにつれて音圧

レベルが小さくなる。

South East North West

夏季（6-8月）に見ら

れる北東の風向では

、東面に風が当たり

その他の面で負圧に

なっている。東面か

ら豊富に風が取り入

れられそうだが、高

層階では強風になる

可能性がある。

South East North West

東と西が大きく空に

開かれていることが

分かる。南と北につ

いては、上層部や角

が限定的に値が高く

なっており、高さや位

置によって空の見え

方に違いがあること

が分かる。

South East North West

東は公園が配置され

ているため、中層部

から上層部で緑が多

く見えることがわか

る。西側にも道路に

樹木が配置されてい

るが、影響は限定的

である。
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Site & Building Information 建物・敷地情報 コアタイプの決定 グリッドと各エリア面積の調整

環境をもとにしたエリアのキャラクター分類の決定

各環境に基づいたゾーニングの決定

ゾーンごとの環境キャラクターの決定

コア位置の決定

コア種類の決定 コア位置をパラメータ化 3つの評価軸でコアを決定コア位置の条件より
Optionを選定

Closed Areaと開閉窓の決定

ファサードの環境ポテンシャル解析
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本計画は都心のオフ

ィス街を敷地とした、

延床20,000m2の新

築計画である。敷地

条件は左図の通り、

都内のため基本的な

気象条件は既に分か

っているものとして今

回は割愛する。

Step1の解析結果を踏まえ、各環境要

素ごとに各コアタイプを○(2points), △

(1points), ×(0points)で点数化し、最も

点数が多いコアを採用した。今回の敷

地では、南や北にコアを配置することで

、東・西の視環境のポテンシャルを生か

し、東面からの外部風も積極的に利用

することができるという利点が評価さ

れた。また、東にコアを配置すると日射

負荷と視環境の点で不利になり、西に

コアを配置すると音の点で不利になる

ことから評価されなかった。以上の結果

より、×の項目が無い、なおかつ高得点

の北と南の分散コアとすることにした。

各エリア面積や柱位置などの調整を行

い、コアとClosed Areaの位置を意匠設

計者と最終調整を行い決定した。

テナントエリアのうち約6割程度が

Open Areaとなった。また、ペリメータ

ーの約3mは共用部で通過動線とした。

本プレゼンテーションでは、代表フロア

の3,8,12階において、プランニングを行

ったプロセスを説明する。

Step6の9つのワークスタイルおよび

Step7のゾーニングに基づき、各ゾーン

が各ワークスタイルにどの程度適合し

ているかを、各環境要素の観点から1-5

の点数で採点し、それらを平均して最も

適しているワークスタイルを、そのゾー

ンのキャラクターとした。

また、テナント設計者が各ゾーンの環

境を理解しやすくするため、各環境要

素の大小の度合いを5段階チェックボッ

クスで示し、設計に役立ててもらおうと

考えた。

コア同士が重ならない、コア同士が接

しない、同じ種類のコアの距離が近くな

りすぎない（今回は20m以下）ことを条

件とし、100通りのコア配置を生成し、そ

のすべてにおいて、環境解析を行った。

ステップ2で決定したコアのタイプ（今

回は南と北の分散コア）に基づき、より

詳細なコアの位置を環境的な観点から

決定をしていった。

まず、コアの種類を3種類（EV＋階段、ト

イレ、機械室）とし、南と北の各方位に

全種類のコアが1つずつ配置される計

画とした。その後、コアを一定のルール

の下でパラメーターにより移動させ、環

境解析を行い、環境的に不利にならな

いようなコア配置を模索していった。

コアは不透明の壁で、この後配置する

closed areaよりも比較的小さなブロッ

クであることを考慮し、影響が比較的大

きいと考えられる、光環境：年間照度分

析（就業時間のうち300-3000lxを満た

している時間の割合）、視環境：視界の

うち空が占める割合、熱環境：5月から9

月における直達日射の入射量の3つよ

り、オプションの絞り込みを行った。

それぞれの環境要素はトレードオフの

関係となるものも多く、すべてが良い条

件となるオプションを選択することは難

しかったが、今回はテナントオフィスで

あるため、特定の環境要素が極端に不

利となることを避け、満遍なく良い条件

となることを目標にオプションを決定し

た。

Closed Areaはガラスの仕切りであり、

比較的大きな塊となることを考慮し、影

響が大きいと考えられる、音環境：音圧

レベル、風環境：風速分布の環境解析を

元に、Closed Areaの位置を決定した。

風環境では、夏季の主風向である北東

からの風を想定し、風下側の風のよどむ

エリアはClosed Areaとした。音環境で

は、東の高速道路の音を想定し、手前側

に比較的大きなClosed Areaを設置す

ることで、西側の比較的静かな空間を

増やすことを考えた。

Closed Areaの位置決定後、風圧係数を

算出し、Closed Areaの自然換気窓を検

討し、十分な換気回数が得られているこ

とを確認した。
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A-Weighted Sound Pressure Level

Wind Speed (Summer Season) Wind Pressure Coefficient

Ventilation Volume

Closed
Area

A

B

C

D

Effective
Window size

Ventilation
frequency

0.67m2 x 2

0.67m2 x 2

1.93m2 x 2

0.81m2 x 2

23.6 times/h

19.3  times/h

6.8  times/h

6.8  times/h

Closed Area Position & Operable Windows (3F)
Closed Area Position

Option 1
Annual Illuminance Percentage (300-3000lx)

Sky View Percentagte

Direct Radiation (May-September)

Option 2

100 options

Option 3 Without Cores

Operable Windows

0 50 100 150 200
[kWh/m2]

0 10 20 30 40 50
[%]

0 20 40 60 80 100
[%]

Avg.
31.0 %

Avg.
34.0 %

Avg.
31.3 %

Avg.
46.5 %

Avg.
6.2 %

Avg.
6.9 %

Avg.
6.6 %

Avg.
7.3 %

Avg.
150 kWh/m2

Avg.
170 kWh/m2

Red: Bad, Green :Good, Black : Average※上図のマッピングは代表フロア12階、平均値は低層・中層・高層の各代表フロア（3階、8階、12階）を平均したもの

Avg.
160 kWh/m2

Avg.
180 kWh/m2

エリア 面積 人員密度

プレート全体 1,500 m2 -

 - コア 234 m2 -

 - ペリメータの共用部 470 m2 -

 - テナントエリア 796 m2 0.1 人/m2 (約80人)

 -- うちクローズドエリア

 -- うちオープンエリア

290 m2 通常時：0.1人/m2 (約30人)
(36%) 緊急時：0.2人/m2 (約60人)

506 m2 通常時：0.1人/m2 (約50人)
(64%) 緊急時：0人

Walkway

Service
Core

Closed Area

Open Area
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56~60dB45~50dB

- 10%以上 20%以上 20%以上 20%以上- - -

室内環境にキャラクターを与えていく

にあたり、ワークスタイルを９つに分類

した。①～⑤のワークスタイルは従来の

オフィスで行われていた内容であり、⑥

～⑨については作業効率を上げるため

の一時的な休憩エリアである。

さらに、この9つのワークスタイルに対

して、各環境要素の適正範囲を決めた。

この各数値については、特に今回のよ

うなオープンエアの空間に対して、現状

では文献や研究が存在していないもの

もあり、正確な根拠は無いものも多い

が、この数値決定も含めて、設計者自身

が経験してきた環境や感覚が生かされ

る部分でもあると考えており、今後検討

を続けブラッシュアップしていきたい。

Environmental Characters

①
オープンデスク
ソロワーク

ON OFF
②

クリエイティブ
ミーティング

③
フォーマル
ミーティング

④
チームデスク

⑤
WEB会議

⑥
ミニキッチン・カフェ

⑦
リラックスエリア

⑧
読書エリア

⑨
エクササイズ

45dB以下 45dB以下 45~48dB -

-

-

-

-

-

--

45~48dB 48~50dB

Annual Illuminance Percentage

Green View, Sky View

SoundSound

CharacterCharacter
CategoryCategory

LightLight

ViewView

ThermalThermal

WindWind

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

不快グレア50%以下
300~3000lxが50%以上

A-Weighted Sound Pressure Level

Wind Speed（Summer  Season)

Solar Radiation (May-September)

0.5~1.5m/s

直達日射なし 直達日射なし 直達日射なし 直達日射なし 直達日射なし 直達日射なし

0.5~1.5m/s 0.5~1.5m/s 0.5~1.5m/s 0.5~1.5m/s 1.0~3.0m/s 1.0~3.0m/s 0.5~1.5m/s 1.0~3.0m/s

Annual Glare

ex) 3F O-1エリアのキャラクター分析
A. 各ワークスタイルへの適合度合い

①オープンデスク
ソロワーク

⑨エクササイズ ②クリエイティブ
ミーティング

③フォーマル
ミーティング

④チームデスク

⑤Web会議
⑥ミニキッチン
カフェ

⑦リラックスエリア

⑧読書エリア ON
OFF

B. エリアの各環境のめやす
外部音の大きさ 小 大

自然光の量 少 多

外の緑・空の見える量 少 多

風の速さ 遅 速

日射量 少 多

3F O-1キャラクター評価シート
エリア Sound
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1
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1

1
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1

Light View Wind Thermal

2.5

2.4

2.3

1.8

1.8

3.0

3.0

3.0

2.3

Avg.
①オープンデスク
　ソロワーク
②クリエイティブ
　ミーティング
③フォーマル
　ミーティング

ON

OFF

④チームデスク

⑤Web会議

⑥ミニキッチン
　カフェ

⑦リラックスエリア

⑧読書エリア

⑨エクササイズ

1: 適していない、2: あまり適していない、3: どちらともいえない、4: まあ適している、5: 適している

ONとOFFの全体的な傾向を
赤と青の面積で把握する

各用途の適正値から外れている場合
三角マークで対策をお勧めする

A.のレーダーチャートで評価した
点数の高い用途の適正値を示す

解析結果より、環境要素の
大小を5段階でチェックする各用途の点数の平均値を

黒線で把握する

点数の最も高い用途は緑で示す

Next Page

3階O-1のエリアは、OFFの
空間が向いてそうで、中で
も、「読書・リラックス・カフ
ェ」の用途が適しているよ
うだ。
ただし、自然光の量がやや
多いので日射を遮る家具
を設置しよう。
また、風があまり吹かない
エリアなので、夏場のため
にシーリングファンを設置
しよう。

H
ig

hw
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Park
N

50m

63
m

30m

高速道路は
音の発生源となる

東西に街路樹あり

南東に緑地あり

場所：東京都内
1フロア面積：1500m2
階数：地上14階

南北には
同程度の大きさの建物

Hourly illuminance

Sky view Annual direct radiationSky view Annual direct radiation

コア同士が重なる

コア同士が接する

同じコアの距離が近い

NG

NG

NG

EV + Stairs 
x 2

x 2

x 2

Restroom

Mechanical
Room

7m

10m

6m3m

7m

5m

建物の外形とフロアプレートを設定し、
各環境要素に影響のある周辺環境をリ
サーチする。また、ベーシックな気象分
析を実施。

0
建物の外装想定面での各環境を可視
化する。室内環境への影響が大きい日
射・音・風・視野について解析する。1

Step1の解析結果に基づき、コアの方位
タイプごとに点数を付け、その点数によ
りコアの大まかな位置を決定する。2

コアの位置を変数として、照度・空の見
える割合・直達日射を評価軸として、環
境敵に不利の少ないコア位置を決定。3

空間をガラスで囲むことによる影響が
比較的大きい風・音環境を可視化し、
Closed Areaの適切な位置を決定。4

各エリアの面積割合やグリッド・柱位置
を勘案し、最終的にCoreとClosed Area
の配置を調整する。5

想定する用途と各環境要素の適切な数
値の範囲を決定し、エリアごとのキャラ
クターを決定する判断指標とする。6

各環境要素を可視化し、環境的に異な
る部分に境界線を引き、ゾーニングを
決定していく。7

6の各用途の判断指標と7のゾーニング
に基づき、各ゾーンに適した用途（キャ
ラクター）を点数化により決定する。8

各ゾーニングのキャラクターを示した
シートと、内装レイアウトに応じて各環
境を簡易に可視化できるツールをテナ
ント側に提供する。

9
9のキャラクターシートと簡易環境可視
化ツールを使いながら、内装設計を進
める。10

Core CoreClosed
Area

CoreClosed
Area C

DB

A

0 1.0 3.02.0 4.0
[m/s]

-10 -8 -6 -4 -2 0
[-]

周辺の環境ポテンシャル生かして多様な環境をつくりだす環境キャラクタライズサービス

CoreClosed
Area

Core

no wind

no wind

good area
 for work

good area
 for work

no wind

環境キャラクタ―のゾーニングは、柱割

で決定した3.4mグリッドを基準とし、各

環境要素にて、環境の大きく異なるとこ

ろに境界線を引き、それらを重ね、エリ

アを細かく仕切っていくことにより、環

境が異なる多様なゾーニングを生み出

すことを目指した。

現状では、各環境エンジニアが解析結

果を見ながら境界線を引き、その後、ひ

ざを突き合わせて最終的なゾーニング

を決定しているが、今後はよりシステマ

チックにゾーニングを決定するロジッ

クを構築したいと考えている。Sky View Percentage

A-Weighted Sound Pressure Level Wind speed（Summer  Season)

Solar Radiation (May-September)

Annual Glare Percentage Annual Illuminance Percentage(300-3000lx)

Environmental Zoning (3F)
①各環境要素で境界線を引く ※緑視率については、室内レイアウト前は

どのフロアも極めて低い値のため考慮せず ②各環境要素の境界線を重ねる ③ゾーニングが完成
SoundSound

LightLight

ViewViewThermalThermal

WindWind

LightLight

CoreClosed
Area

Wind

Core

Closed
Area

Sound

Silent
Area

0 1.0 3.02.0 4.0[m/s]70[dBA]40 5545 50 60 65

100[%]0 50 100[%]0 20 40 60 80

500 10 20 30 40[%]
0 50 100 150 200[kWh/m2]

Architects 

for interior design

Architects 

signfor interior des

ソロワ ク

Soundd

Windd

Sound

Wind

Illuminance

view

テナント
内装設計者

Easy Environmental 

Visualization Tool



Environmental Characterize Service
3F ｜ ベースプラン

フロアによって異なる環境ポテンシャルや入居者の要望を反映した内装のカスタマイズ

NN

Environmental Visualization

9
Character Sheet Step8で作成したキャラクターゾーニングと

、簡易に各環境を可視化することのできる「

Easy Environmental Visualization Tool (今

後開発)」をテナント設計者に渡し、内装を環

境キャラクタ―に合わせて設計していくサポ

ートツールとして活用してもらうことで、建物

の設計の意図通りに使うことのハードルを

できるだけ下げる工夫をした。

Hand- over to Interior Designer

Service
Cores

Closed Area
(Tenancy)

Walkway

Open Area
(Tenancy)

Character 1

Character 2
Casual Meeting

Cafe

Character 3
Open Desks
Character 4
Relax Area
Character 5
Formal Meeting
Character 6
Excersice

Easy Environmental Visualization Tool

model visualization
simulation
program

Service
Cores

Closed Area
(Tenancy)

Walkway

Open Area
(Tenancy)
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Volume of green

Sound

Light

View
Volume of sky
View

Thermal

Wind
A-weighted sound pressure level Wind speed（Summer  Season)

Solar radiation (May-September)

Annual Glare
Light
Hourly Illuminance

0 1.0 3.02.0 4.0
[m/s]

g

70
[dBA]

40 5545 50 60 65

100
[%]

0 50 100
[%]

0 20 40 60 80

500 10 20 30 40
[%]

500 10 20 30 40
[%]

0 50 100 150 200
[kWh/m2]

環境エンジニア テナント内装設計者

10

テナント内装設計者

Step9のツールを活用しながら、内装設

計を進め、ゾーンごとに異なるワークス

タイルを配置していった。また、キャラク

ターゾーニングを見たり、環境を可視化

したりしながら、植栽やパーティションを

配置する、局所的な設備を設置するなど

の工夫を行っていった。

Interior Design

Office Layout

Service
Cores

Closed Area
(Tenancy)

Walkway

Open Area
(Tenancy)Formal Meeting

Open Desk

Team Desk

Cafe Area

Relax Area

内装設計者への引継ぎ 内装設計

※Sky viewは影響が少ないため割愛

WindWind
Wind Speed（Summer  Season)

0 1.0 3.02.0 4.0
[m/s]

外周部のガラス製の手すりの影響で東側から入ってくる風の速度が2m/s程度

になり、屋外で過ごすのに快適な値となった。外周の共用部をのぞくオープン

エリア内は1.6m/s以内に収まっており比較的風速は穏やかだが、風の流れは

東から西、南から北、と滞りなく流れている。

天井に屋外仕様の吸音材を設置したことで反射が抑えられ、東側のエリア

(O-13)の音が減衰した。

外周の共用部以外は比較的グレアが発生しにくい空間となっているが、西側は

共用廊下の内側までグレアが発生しており、そこに位置する読書エリア（赤枠

内）に対してパーティションを設置することで、グレアを防げている。

周辺環境に対しての緑の量は少ないが、室内に緑を分散して配置することで、

ほとんどの専有部エリアにおいて15%以上の緑視率を確保しており、自然を十

分に感じることのできる空間となっている。

コアやクローズドエリアに囲われた中央部分は、日中でも昼光で机上面照度

を満たすことは難しく、人工照明を配置して対応する必要がある。一方で、専有

部の端から東西10m程度は50%程度の時間帯を昼光のみの明るさで作業が

可能である。

共用廊下の内側である専有部には直達日射が入りにくいものの、東側は専有

部にまで入ってくる時間帯があり、長時間いる空間としては不向きであるため、

リラックスエリアとしてうまく活用をしている。

SoundSound
A-Weighted Sound Pressure Level

70
[dBA]

40 5545 50 60 65 LightLight
Annual Glare Percentage (DGP, above 44)

100
[%]

0 50

LightLight
Annual Illuminance Percentage (300-3000lx)

100
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0 20 40 60 80

Green View Percentage
ViewView 500 10 20 30 40

[%] ThermalThermal
Solar Radiation (May-September)
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クリエイティブミーティングには元々向かないゾーンだ
が、植栽を配置することでViewを改善することで対応

風が吹き込むエリアのため、
植栽で風をブロック

長時間の作業が想定されるエリアには、床吹き出し空
調やシーリングファンを設置して温熱環境を改善。

読書エリアにはもともと不向きなゾーンだが、
パーティションを設置してまぶしさを調整して対応。

天井全体に屋外仕様の吸音材を設置し、
外部音や内部発生音に配慮。
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Environmental Visualization
※Sky viewは影響が少ないため割愛

Character Zonigs ＆Character Analysis
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Environmental Characterize Service
8F ｜ 本棚やパーティションを多く設置した入居者

WindWind
Wind Speed（Summer  Season)

0 1.0 3.02.0 4.0
[m/s]

東側に設けられた植栽と本棚の影響で、植栽～コアまでの空間は比較的風速

が穏やかなエリアが出来た。中央部分の風速が大きいエリアはレイアウト後も

比較的風速が大きく、風を感じられるエクササイズエリアに適した風環境が形

成できた。

本棚に本が入ると吸音するが、その吸音率は大きくはないこと、今回は本が

50%しか入っていない想定であることから、家具が入る前後で劇的な変化はな

かった。

北側のクリエイティブミーティングエリア（上図の赤枠内）はもともとグレアが

発生しやすかったが、植栽が配置されることによってグレアが軽減している。専

有部内もペリメーターから10m以内まではグレアが発生しているが、長時間作

業をするエリアをClosed Areaや中央に集めることで対応している。

周辺環境に対しての緑の量は少ないが、室内に緑を分散して配置することで、

ほとんどの専有部エリアにおいて15%以上の緑視率を確保しており、特に東側

のリラックスエリアは全体が40%以上となっており、自然を十分に感じることの

できる空間となっている。

3階と比較して、より内側まで昼光が入ってきており、昼光を有効に活用できる

エリアが多くなっている。一方で、中央部分は暗い傾向になっており、日中でも

人工照明が必要となる。

多くの直達日射は外周の共用部に入射しており、専有部は少なくなっている。

専有部もペリメーターに近いエリアはまだ少し直達日射が入射するため、リラ

ックスエリアなどの短時間の滞在場所として利用している。
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フォーマル
ミーティング

④
チームデスク

⑤
WEB会議

⑥
ミニキッチン・カフェ

⑦
リラックスエリア

⑧
読書エリア

⑨
エクササイズ

Character CategoryCharacter Category

ON OFF

クリエイティブミーティングとしては、自然光が多く
まぶしくなるので、植栽を配置して調整。

チームデスクとしては外部騒音が大きめとなるため、
本棚を多めにして吸音性能を上げて対応。

全体に植栽を配置することで、緑視率をアップし、
仕事の知的生産性を向上。

風が吹き込むエリアのため、
植栽で風をブロック

長時間の作業が想定されるエリアには、床吹き出し空
調やシーリングファンを設置して温熱環境を改善。
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Environmental Characterize Service
12F ｜ より自然豊かな空間を目指した入居者

Character Zonigs ＆Character Analysis

自然光の量 少 多

外の緑・空の見える量 少 多

風の速さ 遅 速
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Environmental Visualization
※Sky viewは影響が少ないため割愛

WindWind
Wind Speed（Summer  Season)

0 1.0 3.02.0 4.0
[m/s]

北東部分の風は植栽で、ある程度緩和でき風速が穏やかなリラックススペー

ス、南東部分は風を感じることができるリラックススペースとなった。西側の風

が抜けていく部分でも植栽が随所に配置されていることにより、風速が穏やか

になっている。

12Fは吸音材を追加設置しなかったため、変化なしである。もともと高速道路

から離れた位置にあるため、他の解と比べて全体的に騒音レベルは小さい。

12階は上層階で昼光がたくさん入り込むため、Closed Areaでもグレアが発生

している場所があり、ガラス面にブラインドを設置するなどの対応が必要にな

る。一方で、中央部のデスクが集中するエリアはグレアが発生しないため、長時

間の作業に適している。

周辺環境に対しての緑の量は少ないが、室内に緑を分散して配置することで、

ほとんどの専有部エリアにおいて15%以上の緑視率を確保しており、特に中央

のチームデスクは全体が30%以上となっており、自然を十分に感じることので

きる空間となっている。

植栽が積極的に配置されているものの、上層階のため、共用部で昼光を有効

に活用できるエリアが最も多い。中央は暗い印象だが、人工照明を設置するこ

とで、快適に作業をすることは可能である。

他の階と同様に、多くの直達日射は外周の共用部に入射しており、専有部は少

なくなっている。専有部もペリメーターに近いエリアはまだ少し直達日射が入

射するため、リラックスエリアなどの短時間の滞在場所として利用している。
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風が吹き込むエリアのため、
植栽で風をブロック

全体に植栽を配置することで、緑視率をアップし、
仕事の知的生産性を向上。

長時間の作業が想定されるエリアには、床吹き出し
空調やシーリングファンを設置して温熱環境を改善。
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